
令和7 (2025) 年度大学院教育学院修士課程入学試験問題

学校史
(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 【資料】は、2023（令和5)年3月に文部科学省が策定した「誰一人取り残され
ない学びの保障に向けた不登校対策『COCOLOプラン』」の概要である；この教育政策に
ついて、教育学の研究成果を交えながら論評しなさい。

問題2 次の問題の中から2問を選んで簡潔に説明しなさい。 選択した番号を明記の
こと。

1. モニトリアル ・ システム
2. 子どもの権利条約（児童の権利条約）
3. 往来物
4. 奉安殿
5. 教育基本法(1947年）

問題3 近現代の学校教育制度に関する以下の1~3のすべてについて述べなさい。

1. 近代日本の学校教育の分岐型（複線型）の特徴を述べなさい。
2. 近代日本の就学猶予•免除について述べなさい。
3. 第二次世界大戦後の盲・聾・養護学校への就学義務について述べなさい。
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令和7 (2025) 年度大学院教育学院修士課程入学試験問題

教育思想

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題 1 次頁の資料は、 2023 （令和 5) 年 3 月に文部科学省が策定した「誰一人取り残

されない学びの保障に向けた不登校対策『COCOLO プラン』」の概要である。 この教

育政策について、 教育学の研究成果を交えながら論評しなさい。

1 / 3 



2 I 3 
出典 h上tp互

．
：立知愕．lllext» go. j四golItent/2023塑．18•••皿をしよ迦迎含＂••O0.0.{}旦887見bb:Ed.fら



閑題2 次のA~Dにあげた事項及び人物について解説しなさい。

A 学制（明治 5 年 8 月 2 日太政官第 214 号）

B 胡適（1857-1962)

C モニトリアル ・ システム (monitorial system)

D ジョン ・ デュ ー イ(John Dewey, 1859-1952)

問題3 次の英文を読み、 あとの1~4の問いに日本語で答えなさい。

出典： Thomas S. Kuhn, The Road since Structure, The University of Chicago Press, 2000, p .93 

1. 著者 Thomas S. Kuhn (トマス ・ S ・ ク ーン， 1922-1996) が提唱した「パラダイム

(paradigm)」という概念について説明しなさい。

2. 下線部②について、 適切な具体例を挙げて説明しなさい。

3. 下線部③について、 それはどういうことだと考えられるか、 説明しなさい。

4. 下線部①について、 この概念は教育思想史研究においてどのように参考にするこ

とができるか、 論じなさい。

3 / 3 





みん



令和7 (2025)年度大学院教育学院修士課程入学試験問題

専門科目（学校経営論）

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 次項の資料は、2023（令和5)年3月に文部科学省が策定した「誰一 人取り残さ
れない学びの保障に向けた不登校対策『COCOLO プラン』」の概要である。 この教育
政策について、 教育学の研究成果を交えながら論評しなさい。

（資料の出典） ：文部科学省ウェブサイト：2024年8月26日確認
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1397802_00005. htm 

問題2 日本の学校教育における部活動のあり方が盛んに問われている。 特に運動部
活動を学校から切り離す「地域移行」の動きも進む 一方、 学校教育における運動部活
動の意義を主張する研究者や教員の声も根強い。 上記にかかる論点を整理した上で、
今後の部活動（特に運動部活動）はどうあるべきか、 自身の考えを論じなさい。

問題3 日本の学校経営に関わる以下の4つの用語のうち、 2つを選んでその意味や
仕組みと課題 ・ 論点について説明しなさい（選択した番号を明記すること）。

①就学義務 ②いじめ防止対策推進法 ③教育課程特例制度 ④教員免許更新制
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出典 ドナルド• A ・ ショ ー ン『省察的実践とは何か プロフェッショナルの行為と
·思考』柳沢昌 ー・ 三輪建二監訳、 鳳書房、2007年、353-355頁（原著1983年）
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［出典】「図表で見る教育OECDインディケータ(2021年版）」図CS.3

【参考】令和4年度学生生活調査によると、日本の大学学部（昼間部）において何らかの奨学金を受給している者（JASSOの給付奨学金、同貸与奨学金、JASSO以外の給
付奨学金、同貸与奨学金のうち、1つ以上を受給したと回答した者）の割合は55.0％となっている。













令和7 (2025) 年度大学院教育学院修士課程入学試験問題

言語発達論

(2 5 0点満点）

以下の問題1~3のすべてに答えなさい。

問題1 あなたの研究関心に関わる先行研究を一つ紹介しなさい。 その研究の背景と
目的方法， 結果， 結論について説明し， さらにその研究方法論上の利点と限界を述
べること。

問題2 下記の英文をすべて和訳しなさい＾

注 Catalan:カタロニア語 Maltese:マルタ語
Bokm糾：ノルウェ ー で用いられる書きことばのひとつ

出典： Bus, A. G., Hoel , T., Aliagas, C., Jernes, M., Karat, 0., M廿sud, C. L, & van Cillie, J. 
(2019). Availability and quality of storybook apps across five less widely used languages. 
In 0. Erstad, R. Flewitt, B: Kiimmerling·Meibauer, & f. S. P. Pereira (Eds.). The 
Routledge handbook of di,製tal literacies in early childhood (pp.308-321). Routledge. 318頁
より引用。

問題3 幼児の言語発達に関する代表的な理論を2つ以上挙げ， それぞれの理論の要
点を説明しなさい。 ただし， 下記の人名・概念を必ず用いること。
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